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は
じ
め
に

『
録
鬼
簿
』
は
、
元
の
鍾
嗣
成
）
1
（

よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
、
中
国
の
最
初
の

專
門
的
戲
曲
目
錄
）
2
（

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
一
五
〇
人
あ
ま
り
の
元
曲
作

家
お
よ
び
四
五
〇
種
以
上
の
劇
目
（
雜
劇
の
作
品
名
）
を
記
し
、
現
在
わ
れ
わ

れ
が
知
っ
て
い
る
元
曲
作
家
と
劇
目
の
大
半
を
占
め
て
後
世
に
お
け
る
元
代
戲

曲
研
究
の
文
献
的
な
基
礎
を
築
き
上
げ
た
。
今
日
、
元
代
の
戯
曲
に
関
す
る
研

究
で
は
、『
録
鬼
簿
』
を
参
考
と
し
な
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
よ

い
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
中
国
古
典
戲
曲
史
に
お
け
る
地
位
は
い
う
ま
で
も
な
く

重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、『
録
鬼
簿
』
に
記
し
た
元
曲
の
作
家
お
よ
び
劇
目
を
参
考
に
し
て
、

日
中
の
学
者
ら
は
早
く
か
ら
関
連
研
究
）
3
（

を
展
開
し
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
視
点
や

研
究
成
果
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
主
に
は
①
元
曲
作
家
の
生
没
、
経
歴
お
よ
び

活
動
時
代
を
考
察
し
て
元
曲
の
発
展
時
期
を
分
け
る
こ
と
、
②
作
家
の
出
身
地

や
活
動
地
域
に
よ
っ
て
元
代
の
戯
曲
が
盛
行
し
た
中
心
地
の
変
遷
に
つ
い
て
検

討
し
、
当
時
中
国
南
北
の
戯
曲
発
展
の
な
り
ゆ
き
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
と

の
二
点
に
集
中
し
て
い
る
と
わ
か
る
。
い
ず
れ
も
『
録
鬼
簿
』
を
必
須
な
史
料

と
し
て
用
い
て
、
元
曲
史
上
の
重
大
な
課
題
を
解
決
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

『
録
鬼
簿
』
に
お
け
る
高
い
文
献
的
価
値
を
最
大
限
に
利
用
し
て
い
る
と
も
い

え
よ
う
。
し
か
し
、
元
代
の
散
曲
と
雜
劇
に
お
け
る
文
学
的
地
位
の
不
平
等
性

か
ら
考
え
る
と
、
散
曲
と
雑
劇
の
作
家
を
同
等
に
著
録
し
た
『
録
鬼
簿
』
の
紙

背
に
潜
む
戯
曲
史
的
意
義
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
先

行
研
究
に
お
い
て
は
ま
だ
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
元
代
の
人

に
よ
る
一
般
的
な
「
元
曲
」
文
芸
観
に
着
眼
し
、『
録
鬼
簿
』
の
散
曲
と
雑
劇

作
家
の
著
録
に
お
け
る
意
義
を
考
察
し
て
そ
の
戯
曲
史
的
位
置
づ
け
を
再
検
討

し
よ
う
と
試
み
る
。

『
録
鬼
簿
』
に
お
け
る
散
曲
・
雑
劇
作
家
著
録
考

│
│
戯
曲
史
的
位
置
づ
け
か
ら
の
再
検
討
│
│
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一
、
元
代
に
お
け
る
散
曲
と
雜
劇
の
位
置

中
国
の
文
学
発
展
史
で
は
、「
唐
詩
・
宋
詞
・
元
曲
」
と
い
う
流
れ
）
4
（

が
あ
り
、

こ
れ
は
す
な
わ
ち
唐·

宋·

元
の
文
学
を
代
表
す
る
形
式
を
そ
れ
ぞ
れ
詩·

詞·

曲
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
い
方
は
実
際
に
現
代
学
者
の
発
明
で

は
な
く
、
そ
の
源
を
遡
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
元
の
羅
宗
信
（
生
没
不
詳
、
周
徳

清
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
と
考
え
ら
れ
る
）
の
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
く
。
羅
宗
信

が
、
周
徳
清
（
約
一
二
七
七
│
一
三
六
五
）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
中
原
音
韻
』

の
た
め
に
つ
け
た
序
文
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

世
之
共
稱
唐
詩
、
宋
詞
、
大
元
樂
府
，
誠
哉
。
学
唐
詩
者
，
為
其
中
律

也；

学
宋
詞
者
，
止
依
其
字
數
而
塡
之
耳；
学
今
之
樂
府
，
則
不
然
。（
後

略
）
5
（

）
（
訳
）
世
の
共
に
唐
詩
、
宋
詞
、
大
元
楽
府
を
称
す
る
こ
と
は
、
誠
な
り
。

唐
詩
を
学
ぶ
者
は
、
其
の
律
に
中
た
る
為
な
り
。
宋
詞
を
学
ぶ
者
は
、
止

だ
其
の
字
数
に
依
っ
て
之
を
填
む
る
の
み
。
今
の
楽
府
を
学
ぶ
に
は
、
す

な
わ
ち
然
ら
ず
。

こ
の
序
に
唐
詩
と
宋
詞
と
と
も
に
併
称
し
た
「
大
元
樂
府
」
は
、
す
な
わ
ち

現
在
の
中
国
文
学
史
に
呼
ば
れ
る
「
元
曲
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
「
大
元
樂
府
」
は
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。
現
在
、
我
々
が
理

解
し
て
い
る
「
元
曲
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
元
の
楊
朝
英

が
編
ん
だ
『
朝
野
新
声
太
平
樂
府
』
と
い
う
戯
曲
選
集
に
お
い
て
、
鄧
子
晋
と

い
う
人
は
以
下
の
序
を
残
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
序
文
を
見
て
み
よ
う
。

樂
府
本
乎
詩
也
。
三
百
篇
之
變
，
至
於
五
言
。
有
樂
府
、
有
五
言
、
有

歌
、
有
曲
，
為
詩
之
別
名
矣
。
及
乎
制
曲
以
腔
，
音
調
滋
巧
，
甚
而
曲
犯

雜
出
。
好
事
者
改
曲
之
別
名
曰
詞
以
重
之
，
而
有
詩
詞
之
分
矣
。
今
中
州

小
令
套
數
之
曲
，
人
目
之
曰
樂
府
，
亦
以
重
其
名
也
。
舉
世
所
尙
，
辭
意

爭
新
，
是
又
詞
之
一
變
，
而
去
詩
愈
遠
矣
）
6
（

。

（
訳
）
樂
府
は
詩
に
本
る
な
り
。
三
百
篇
の
變
、
五
言
に
至
る
。
樂
府
有

り
、
五
言
有
り
、
歌
有
り
、
曲
有
り
、
詩
の
別
名
を
為
す
な
り
。
曲
を
制

る
に
腔
を
以
て
す
る
に
及
び
、
音
調

滋
（
ま
す
ま
す
）
巧
む
。
甚
だ
し

く
し
て
曲
犯

雜
出
す
。
好
事
な
る
者
は
曲
の
別
名
を
改
め
て
詞
と
曰
ひ
、

以
て
之
を
重
ん
ず
。
而
し
て
詩
詞
の
分
有
り
。
今
の
中
州
小
令
、
套
数
の

曲
、
人

之
を
目
し
て
樂
府
と
曰
ふ
。
亦
た
以
て
其
の
名
を
重
じ
る
な
り
。

世
を
舉
げ
て
尚
ぶ
と
こ
ろ
、
辭
意

新
を
爭
ひ
、
是
も
又
た
詞
の
一
變
な

り
、
而
れ
ど
も
詩
を
去
る
こ
と
愈
遠
し
。

鄧
子
晋
の
序
に
よ
る
と
、
元
代
の
人
が
当
時
、
中
州
（
中
原
地
域
）
の
「
小

令
」
と
「
套
数
」（
す
な
わ
ち
散
曲
）
を
「
楽
府
」
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
こ
で
、
ま
ず
現
在
の
通
説
に
お
け
る
「
元
曲
」
に
つ
い
て
す
こ
し

紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。『
中
国
曲
学
大
辞
典
』
と
い
う
権
威
の
あ

る
辞
書
を
調
べ
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
解
釈
が
あ
る
。

元
代
杂
剧
和
散
曲
的
合
称
。（
中
略
）
由
于
杂
剧
影
响
最
大
，
成
就
最

突
出
，
所
以
有
人
视
元
杂
剧
为
元
曲
的
同
义
词
，
如
明
代
臧
晋
叔
所
编
《
元

曲
选
》
其
实
仅
是
一
本
元
代
杂
剧
的
选
集
。
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（
訳
）
元
の
雑
劇
と
元
の
散
曲
の
併
称
で
あ
る
。（
中
略
）
雑
劇
の
影
響

が
最
も
大
き
く
て
、
成
果
が
最
も
著
し
い
た
め
、
元
雑
劇
を
元
曲
と
同
義

に
見
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
代
の
臧
晋
叔
が
編
ん
だ
『
元
曲

選
）
7
（

』
は
実
の
と
こ
ろ
単
に
元
代
の
雑
劇
集
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

さ
ら
に
、「
散
曲
」
に
つ
い
て
、「
散
曲
は
、
小
令
と
套
曲
の
二
つ
の
形
式
か

ら
な
る
の
で
あ
る
。」
と
い
う
定
義
も
あ
る
）
8
（

。
つ
ま
り
、
現
在
の
通
説
に
よ
れ
ば
、

元
曲
は
元
代
の
散
曲
と
雜
劇
か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
雑
劇
の
方

が
優
先
的
位
置
を
占
め
て
い
る
と
の
よ
う
に
考
え
る
人
も
少
な
く
な
い
。
け
れ

ど
も
、
羅
宗
信
や
鄧
子
晋
ら
の
元
代
の
人
が
当
時
考
え
た
「
元
曲
」（「
大
元
樂

府
」）
は
現
在
我
々
が
理
解
す
る
元
曲
と
は
異
な
り
、
雑
劇
と
関
係
な
く
も
っ

ぱ
ら
散
曲
の
み
に
な
る
）
9
（

。

さ
て
、
な
ぜ
元
代
の
人
が
雜
劇
と
散
曲
の
両
方
で
は
な
く
、
散
曲
の
み
を

も
っ
て
唐
詩
と
宋
詞
と
並
列
し
て
い
た
の
か
、
を
問
う
と
、
じ
つ
は
、
そ
れ
は

元
代
で
は
、
散
曲
を
重
ん
じ
て
雑
劇
を
軽
ん
じ
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
な
の
で
あ

る
。
当
時
の
人
は
散
曲
の
価
値
を
認
め
る
も
の
の
、
雜
劇
の
文
学
価
値
を
そ
れ

ほ
ど
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
最
近
日
中
の
先
行
研
究
）
10
（

に
も

言
及
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
小
松
謙
氏
は
『
元
代
散
曲
考
』
に
お
い
て
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

雑
劇
の
評
価
が
高
ま
る
の
は
、
明
代
後
期
に
お
け
る
白
話
文
学
評
価
の

影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
明
初
、
更
に
は
元
代
当
時
に
お
い
て
も
、

曲
に
つ
い
て
は
散
曲
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
元
代
に
刊

行
さ
れ
た
唯
一
の
雑
劇
の
刊
本
で
あ
る
『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』
が
、
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
、
い
ず
れ
も
劣
悪
な
版
本
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
に

対
し
て
、
散
曲
に
つ
い
て
は
『
陽
春
白
雪
』『
太
平
楽
府
』
の
よ
う
な
か

な
り
美
し
い
版
面
を
持
つ
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
高
価
な
書

籍
を
購
入
す
る
だ
け
の
経
済
力
を
持
っ
て
い
た
階
層
に
お
け
る
両
者
の
評

価
の
違
い
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
小
松
謙
氏
は
散
曲
が
元
代
に
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た

と
指
摘
す
る
際
に
、
版
面
の
出
来
栄
え
に
お
い
て
、『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』
と

い
う
雑
劇
の
刊
本
と
『
陽
春
白
雪
』『
太
平
楽
府
』
ら
の
散
曲
の
刊
本
を
比
較

し
た
。
刊
行
し
た
版
面
の
状
態
か
ら
、
元
の
当
時
雑
劇
よ
り
散
曲
の
ほ
う
が
重

要
視
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
程
度
に
窺
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
た
だ
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
と
執
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
刊
行
の

主
導
者
お
よ
び
動
機
に
お
け
る
両
者
の
違
い
と
い
う
点
で
あ
る
。『
元
刊
雑
劇

三
十
種
』
の
刊
本
は
民
間
の
書
商
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
普
通
の
坊
刻
本
）
11
（

で
あ

る
が
、『
陽
春
白
雪
』『
太
平
楽
府
』
ら
の
散
曲
の
刊
本
は
文
人
が
主
導
し
た
も

の
で
、
商
人
の
利
益
を
求
め
る
こ
と
と
は
異
な
り
、
文
名
を
世
に
揚
げ
て
作
品

を
後
世
に
残
す
こ
と
が
そ
の
主
な
動
機
と
考
え
ら
れ
る
。
利
益
を
得
る
た
め
な

ら
、
そ
の
刊
行
の
コ
ス
ト
を
最
小
限
に
工
夫
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
粗
末
な

刊
行
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
何
の
不
思
議
も
な
い
。
こ
れ
は
、
両
者
の
間
に

版
面
の
出
来
具
合
が
異
な
る
よ
う
に
な
っ
た
最
大
の
要
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。

散
曲
と
雑
劇
の
刊
行
物
の
出
来
栄
え
だ
け
か
ら
元
の
当
時
、
散
曲
を
重
視
し

て
雑
劇
を
軽
視
す
る
傾
向
を
窺
う
に
は
や
や
物
足
り
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、

つ
ぎ
は
ま
た
二
点
を
補
足
し
て
論
じ
た
い
。
ま
ず
、
以
下
の
元
の
楊
維
楨
（
一
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二
九
六
│
一
三
七
〇
）
に
よ
る
『
沈
氏
今
楽
府
序
』
の
一
部
か
ら
検
討
し
て
み

よ
う
。

或
問
：〝
騷
可
以
被
弦
乎
？
〞
曰
：〝
騷
，
詩
之
流
，
詩
可
以
弦
，
則
騷

其
不
可
乎
？
〞
或
有
曰
：〝
騷
無
古
今
，
而
楽
府
有
古
今
，
何
也
？
〞
曰
：

〝
騷
之
下
為
樂
府
，
則
亦
騷
之
今
矣
。
然
樂
府
出
於
漢
，
可
以
言
古
，
六

朝
而
下
皆
今
矣
，
又
況
今
之
今
乎
！
〞
吁
，
樂
府
曰
今
，
則
樂
府
去
漢
亦

遠
矣
。
士
之
操
觚
於
是
者
，
文
墨
之
戲
耳
。
其
以
声
文
綴
於
君
臣
、
夫
婦
、

仙
釋
氏
之
典
故
，
以
警
人
視
聽
，
使
癡
兒
女
知
有
古
今
美
惡
成
敗
之
勸
懲
，

則
出
於
關
、
庾
氏
傳
奇
之
變
。
或
者
以
為
治
世
之
音
，
則
辱
國
甚
矣
。（
後

略
）

（
訳
）
或
ひ
と
問
ふ
、「『
騒
』
は
以
て
弦
に
被
る
べ
き
か
。」
曰
く
、「『
騒
』

は
『
詩
』
の
流
れ
な
り
、『
詩
』
は
以
て
弦
す
べ
し
、
則
ち
『
騒
』
は
可

な
ら
ざ
ら
ん
や
と
。」
或
ひ
と
有
り
て
曰
く
、「『
騒
』
は
古
今
無
し
、
而

し
て
楽
府
は
古
今
あ
り
、
何
ぞ
や
と
。」
曰
く
、「『
騒
』
の
下
り
て
楽
府

と
為
れ
ば
、
則
ち
ま
た
『
騒
』
の
今
な
り
。
然
れ
ど
も
楽
府
は
漢
よ
り
出

づ
、
以
て
古
と
言
う
べ
し
。
六
朝
よ
り
下
り
て
皆
今
な
り
、
ま
た
況
ん
や

今
の
今
を
や
。」
吁
、
楽
府

今
と
曰
は
ば
、
則
ち
楽
府

漢
を
去
る
こ

と
遠
し
。
士
の
觚
を
是
に
操
る
者
は
、
文
墨
の
戯
の
み
。
其
の
声
文
を
以

て
君
臣
・
夫
婦
・
仙
釈
氏
の
典
故
を
綴
り
、
以
て
人
の
視
聴
を
警
め
、
痴

か
な
る
兒
女
を
し
て
古
今
の
美
悪
成
敗
の
勧
懲
有
る
を
知
ら
し
む
る
は
、

則
ち
関
・
庾
氏
の
伝
奇
の
変
よ
り
出
づ
。
或
ひ
と
は
以
て
治
世
の
音
と
為

せ
ば
、
則
ち
国
を
辱
む
る
こ
と
甚
し
。

楊
維
楨
に
よ
る
こ
の
記
述
に
つ
い
て
、
鄧
紹
基
氏
は
『
楊
維
楨
涉
及
「
関
卿
」

的
一
首
宮
詞
）
12
（

』
に
お
い
て
「
杨
维
桢
轻
视
、
蔑
视
杂
剧
及
其
作
家
」（
楊
維
楨

が
雑
劇
お
よ
び
雑
劇
作
家
を
軽
視
・
蔑
視
す
る
）
と
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
元
の
文
人
に
お
い
て
は
、
雑
劇
を
軽
視
す
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

そ
し
て
、
も
う
一
点
を
み

て
み
よ
う
。
元
代
か
ら
明
代

の
中
期
ま
で
に
成
立
し
た
戯

曲
選
集
や
曲
譜
に
収
め
た
散

曲
と
雑
劇
の
情
報
を
、
執
筆

者
は
ま
ず
次
の
表
１
）
13
（

に
ま
と

め
て
お
く
。

表
の
中
の
「
劇
曲
」
は
す

な
わ
ち
雑
劇
の
作
品
か
ら
選

び
出
さ
れ
た
曲
（
歌
）
で
あ

る
。
雑
劇
の
よ
く
見
ら
れ
る

形
式
は
「
一
本
四
折
」
で
、

一
折
の
中
に
複
数
の
曲
が
連

な
る
。
そ
れ
ら
の
曲
中
か
ら
、

一
首
の
み
を
選
び
出
す
場
合
、

す
な
わ
ち
散
曲
の
「
小
令
」

に
あ
た
り
、
同
じ
の
宮
調
に

表１　元・明の戯曲選集・曲譜における散曲と劇曲の収録

成立時代（年） 戯曲選集・曲譜 編　　者 散曲数 劇曲数

元（1313？1328） 『楽府新編陽春白雪』 楊朝英（元後期） 601 ０

元（1351） 『朝野新声太平楽府』 楊朝英（元後期） 1220 ０

元（1319～1324） 『梨園按試楽府新声』 無名氏 541 ０

元（約1345） 『類聚名賢楽府群玉』 無名氏（一説胡存善） 716 ０

元（1324） 『中原音韻』 周德清（1277-1365） 43 ４

明（1398） 『太和正音譜』 朱権（1378-1448） 245 104

明（1517） 『盛世新声』 臧賢（約1439-1519） 約710 約70

明（1525） 『詞林摘艶』 張祿（生没不詳） 約480 約80

明（1531） 『雍熙楽府』 郭勛（1475-1542） 約1200 約220
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属
す
る
曲
を
複
数
選
び
出
す
場
合
、
す
な
わ
ち
散
曲
の
「
套
数
」
に
あ
た
る
。

雑
劇
の
曲
と
散
曲
の
曲
と
は
形
式
上
も
性
質
上
も
そ
れ
ほ
ど
の
差
は
な
い
と
い

え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
代
の
人
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
戯
曲
選
集
や
曲
譜

に
お
い
て
雑
劇
の
曲
を
ほ
と
ん
ど
取
り
入
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
明
代
に
な

る
と
、
情
勢
は
一
変
す
る
。
こ
れ
は
、
元
代
の
人
に
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
雑
劇
を
明
の
人
が
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き

り
と
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

要
す
る
に
、
現
代
の
通
説
と
は
異
な
り
、
元
代
の
人
に
よ
る
一
般
的
な
「
元

曲
」
文
芸
観
に
お
い
て
は
、
散
曲
は
重
要
視
さ
れ
る
も
の
の
、
雑
劇
は
そ
れ
ほ

ど
評
価
さ
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
雑
劇
の
文
学
価
値
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
、

散
曲
と
同
等
な
文
学
的
地
位
を
得
る
に
は
ま
だ
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
い
う
背
景
で
、
散
曲
と
雑
劇
作
家
を
格
差
な
く
著
録
し
た
『
録
鬼
簿
』
は

ど
ん
な
役
割
を
果
た
す
の
だ
ろ
う
か
。

二
、『
録
鬼
簿
』
に
お
け
る
散
曲
・
雜
劇
作
家
の
著
録

『
録
鬼
簿
』
の
前
に
、
散
曲
作
家
と
雜
劇
作
家
（
お
よ
び
そ
の
作
品
名
）
を

同
時
に
多
く
著
録
し
た
文
献
は
な
い
。
こ
こ
で
、
ま
ず
そ
の
散
曲
・
雜
劇
作
家

の
著
録
概
況
を
み
て
み
よ
う
。

表
２

に
ま
と
め
た
著
録
の
概
況
か
ら
、
二
点
の
こ
と
が
い
え
る
。
ま
ず
、『
録

鬼
簿
』
の
上
卷
に
記
し
た
作
家
の
割
合
か
ら
み
る
と
、
散
曲
よ
り
雑
劇
の
ほ
う

が
遥
か
に
高
い
。
そ
し
て
、
下
卷
で
は
散
曲
作
家
と
雑
劇
作
家
を
混
じ
り
合
っ

て
記
し
、
散
曲
作
家
と
雑
劇
作
家
の
高
下
を
つ
け
る
傾
向
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ

な
い
。
そ
し
て
、
人
数
か
ら
見
れ
ば
、
散
曲
作
家
（
七
三
人
）
よ
り
雑
劇
作
家

（
七
九
人
）
の
ほ
う
が
や
や
多
い
。
ま
た
、
雑
劇
作
家
に
よ
る
劇
目
を
四
五
二

種
も
記
し
て
い
る
が
、
散
曲
作
家
に
よ
る
散
曲
集
を
九
種
し
か
言
及
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
、
鍾
嗣
成
が
『
録
鬼
簿
』
に
お
い
て
散
曲
よ
り
雑
劇
の
ほ
う
に

さ
ら
な
る
情
熱
を
注
い
だ
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
元
代
の
人
に
は
散
曲
を
重
ん
じ
て
雑

劇
を
軽
ん
じ
る
傾
向
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
鍾
嗣
成
は
同
時
代
の
人

と
は
違
っ
て
、
散
曲
の
み
な
ら
ず
雑
劇
に
も
多
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
か
。

つ
ぎ
は
、
鍾
嗣
成
に
よ
る
序
文
か
ら
、『
録
鬼
簿
』
に
お
け
る
鍾
氏
の
編
纂
動

機
に
つ
い
て
す
こ
し
検
討
し
て
み
た
い
。

（
前
略
）
余
因
暇
日
，
緬
懷
故
人
。
門
第
卑
微
，
職
位
不
振
，
高
才
博
識
，

俱
有
可
録
。
歲
月
彌
久
，
湮
沒
無
聞
，
遂
傳
其
本
末
，
吊
以
樂
章
。
復
以

前
乎
此
者
，
敘
其
姓
名
，
述
其
所
作
，
冀
乎
初
學
之
士
，
刻
意
詞
章
，
使

冰
寒
於
水
，
青
勝
於
藍
，
則
亦
幸
矣
。
名
之
曰
『
録
鬼
簿
』。
嗟
乎
，
余

亦
鬼
也
。
使
已
死
未
死
之
鬼
，
作
不
死
之
鬼
，
得
以
傳
遠
，
余
又
何
幸
焉
。

若
夫
高
尚
之
士
，
性
理
之
學
，
以
為
得
罪
於
聖
門
者
，
吾
黨
且
噉
蛤
蜊
，

別
與
知
味
者
道
。
至
順
元
年
，
龍
集
庚
午
，
月
建
甲
申
，
二
十
二
日
辛
未
，

古
汴
鍾
嗣
成
序
。

（
訳
）（
前
略
）
余
は
暇
日
に
因
り
て
、
故
人
を
緬
懐
す
。
門
第
卑
微
に

し
て
、
職
位
不
振
な
る
も
、
高
才
博
識
は
、
俱
に
録
す
べ
き
有
り
。
歲
月

彌
々
久
し
う
し
て
、
湮
沒
し
て
聞
く
無
し
。
遂
に
其
の
本
末
を
傳
へ
、
吊
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表２

卷 区分け 著録する作家 小　計

卷　
　
　
　
　

上

前輩已死名公有樂
府行于世者

董解元、太保劉公秉忠、商政叔學士、杜善夫散人、閻仲章學士、張
子益平章、王和卿學士、盍志學學士、楊西庵參政、胡紫山宣慰少凱、
盧踈齋學士處道、姚牧菴參政、徐子方憲使、不忽木平章、史中丞、
張九元帥、荊漢臣參政、陳草庵中丞、張夢符憲使、陳國賓憲使、劉
中菴承旨、馬彥良都事、趙子昂承旨、閻彥舉學士、白無咎學士、滕
玉霄應舉、鄧玉賓同知、馮海粟待制、貫酸齋學士、曹光輔學士、張
洪範宣慰

散曲作家31人

方今名公
郝新菴左丞、曹以齋尚書克明、劉時中待制、薩天錫照磨、李溉之學
士、曹子貞學士、馬昂夫總管、班恕齋知州彥功、馮雪芳府判、王繼
學中丞

散曲作家10人

前輩已死名公才人
有所編傳奇行于世
者

關漢卿（58）、高文秀（32）、鄭廷玉（23）、白仁甫（15）、庾吉甫（15）、
馬致遠（12）、李文蔚（12）、李直夫（11）、吳昌齡（9）、王實甫（14）、
武漢臣（10）、王仲文（10）、李壽卿（10）、尚仲賢（10）、石君寶（10）、
楊顯之（8）、紀天祥（6）、于伯淵（6）、戴善甫（5）、王廷秀（4）、
張時起（4）、費唐臣（3）、趙子祥（3）、姚守中（3）、李好古（3）、
趙文殷（3）、張國寶（3）、紅字李二（3）、李郎（2）、趙天錫（2）、
梁進之（2）、王伯成（2）、孫仲章（2）、趙明道（2）、趙公輔（2）、
李子中（2）、李進取（3）、岳伯川2）、康進之（2）、顧仲清（2）、石
子章（2）、侯正卿（1）、史九散人（1）、孟漢卿（1）、李寬甫（1）、
李行甫（1）、費君祥（1）、江澤明（1）、陳寧甫（1）、陸顯之（1）、
狄君厚（1）、孔文卿（1）、張壽卿（1）、劉唐卿（2）、彭伯威（1）、
李時中（1）

雑劇作家56人・
劇目348種

卷　
　
　
　

下

方今已死名公才人
余相知者為之作傳
以凌波曲吊之

宮天挺（6）、鄭光祖（17）、金仁傑（7）、范康（2）、曾瑞（1）、沈
和（5）、鮑天祐（8）、陳以仁（2）、范居中、施惠、黃天澤、沈拱之、
趙良弼（1）、陳無妄、廖毅、喬吉甫（11）、睢景臣（3）、吳本世、
周文質（4）

散曲作家7人、
雑劇作家12人・
劇目67種

已死才人不相知者 胡正臣、李顯卿、王思順、蘇彥文、屈彥英、李齊賢、李用之、劉宣
子、顧廷玉、俞仁夫、張以仁 散曲作家11人

方今才人相知者紀
其姓名行實並所編

黃公望、吳仁卿（4）、秦簡夫（5）、趙善慶（5）、張可久、錢霖、徐
再思、顧德潤、曹明善、汪勉之、屈子敬（5）、高克禮、王庸、蕭德
祥（5）、陸登善（2）、朱凱（2）、王曄（3）、王仲元（3）、吳朴、孫
子羽（1）、張鳴善（2）

散曲作家10人、
雑劇作家11人・
劇目37種

方今才人聞名而不
相知者 高可通、董君瑞、李邦傑、高安道 散曲作家４人

注：１）『録鬼簿』のテキストは簡本、繁本、增補本の三系と分けられ、通行本は繁本系に属する『楝亭十二種』
本（康煕年間の曹寅による刊本）である。本研究では、大阪府立図書館所藏（請求番号：甲漢0028-
010）の『楝亭十二種』本を参考にしている。『録鬼簿』のテキストについて、拙作の『「録鬼簿」繁本
系テキストの新考：傅斯年圖書館所藏の兩抄本を中心に』（『中国文学研究』第45輯、2019年、第57-74頁）
において考察を加えている。

　　２）（ ）内は当該作家の名の下に記す雑劇の劇目（作品）数である。また、雑劇の劇目を有していない場
合は、散曲のみを作る散曲作家と見なしてもよい。

　　３） 　雑劇作家の中に、関漢卿・馬致遠・白朴などは散曲をも残しているが、『録鬼簿』においては彼らの
名の下に雑劇目のみを記して散曲のことを一切に言及していない。これは、当時、関漢卿・馬致遠・白
朴などは散曲の創作ではなく、雑劇の創作をもって名を世に馳せと考えてもよかろう。上表も『録鬼簿』
の著録に従い、名の下に雑劇の劇目がない者を散曲作家にし、劇目がある者を雑劇作家にしている。
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ふ
に
樂
章
を
以
て
す
。
復
た
此
よ
り
前
な
る
者
を
以
て
、
其
の
姓
名
を
敘

し
、
其
の
作
る
所
を
述
ぶ
。
冀
は
く
は
初
學
の
士
、
詞
章
に
刻
意
し
、
冰

を
し
て
水
よ
り
寒
く
、
青
を
し
て
藍
よ
り
勝
ら
し
め
ば
、
則
ち
亦
た
幸
な

り
。
之
を
名
づ
け
て
『
録
鬼
簿
』
と
曰
ふ
。
嗟
乎
、
余
亦
た
鬼
な
り
。
已

に
死
す
と
未
だ
死
せ
ざ
る
の
鬼
を
し
て
、
不
死
の
鬼
と
作
さ
し
め
、
得
る

に
以
て
傳
は
る
こ
と
遠
け
れ
ば
、
余
又
た
何
ぞ
幸
な
る
や
。
か
の
高
尚
の

士
、
性
理
の
學
、
以
て
聖
門
よ
り
罪
を
得
る
を
為
せ
ば
。
吾
黨
は
且
く
蛤

蜊
を
噉
は
ん
と
し
、
別
に
味
を
知
る
者
に
と
道
は
ん
。
至
順
元
年
、
龍
集

庚
午
、
月
建
甲
申
、
二
十
二
日
辛
未
、
古
汴
の
鍾
嗣
成

序
す
。

こ
の
序
文
か
ら
、
鍾
氏
の
編
纂
意
図
は
、
①
「
故
人
」
を
懐
か
し
み
、
才
能

の
あ
る
者
が
後
世
に
埋
も
れ
な
い
よ
う
に
、
彼
ら
の
名
前
を
『
録
鬼
簿
』
に
記

す
こ
と
、
②
元
曲
の
創
作
に
携
わ
ろ
う
と
す
る
初
心
者
た
ち
に
模
範
の
作
家
を

紹
介
し
、
戯
曲
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
、
③
儒
学
（「
性
理
之
学
」）
の
み
を

重
要
視
す
る
伝
統
的
な
観
念
に
囚
わ
れ
て
は
な
ら
ず
、
戯
曲
の
文
学
価
値
を
も

積
極
に
評
価
す
べ
き
と
唱
え
る
こ
と
、
と
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
三
点
か
ら
、
鍾
氏
の
雑
劇
を
重
視
す
る
理
由
が
窺
え
よ
う
。
特
に
留
意

す
べ
き
は
、
動
機
①
の
「
才
能
の
あ
る
者
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
鍾
嗣
成

の
交
游
グ
ル
ー
プ
に
は
、
彼
と
同
じ
よ
う
な
身
分
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
下
層

文
人
が
多
く
い
る
）
14
（

。
散
曲
あ
る
い
は
雑
劇
の
い
ず
れ
か
の
み
を
作
る
者
も
あ
る

し
、
散
曲
と
雑
劇
を
両
方
作
る
者
も
あ
り
、
鍾
氏
自
身
は
両
方
を
作
っ
て
い
る
）
15
（

。

鍾
嗣
成
グ
ル
ー
プ
の
作
家
た
ち
が
持
つ
「
才
能
」
は
散
曲
の
創
作
力
だ
け
で
は

な
く
、
雑
劇
の
創
作
力
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
鍾
氏
が
散
曲
と
雑
劇
を
同
等
に
重

視
す
る
一
要
因
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

要
す
る
に
、
散
曲
と
雜
劇
を
等
し
く
『
録
鬼
簿
』
に
記
し
た
鍾
嗣
成
に
は
、

同
時
代
の
人
と
は
異
な
り
、
散
曲
を
重
ん
じ
て
雜
劇
を
軽
ん
じ
る
こ
と
が
ま
っ

た
く
な
い
と
言
っ
て
も
良
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
偏
見
を
持
た
ず
『
録
鬼
簿
』

を
も
っ
て
堂
々
と
雜
劇
作
家
の
名
を
世
に
揚
げ
よ
う
と
す
る
工
夫
か
ら
、
雜
劇

を
重
視
す
る
態
度
も
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
雑
劇
を
軽
視
す
る

時
風
を
打
破
し
、
雜
劇
の
文
学
価
値
を
認
め
た
先
驅
者
と
し
て
、
鍾
嗣
成
は
の

ち
に
雜
劇
の
地
位
向
上
・
確
立
へ
助
力
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
、
雑
劇
の
文
学
地
位
の
確
立
に
お
け
る

　
　『
録
鬼
簿
』
の
位
置
づ
け

鍾
嗣
成
の
後
、
雜
劇
の
價
值
を
重
要
視
す
べ
き
と
同
調
す
る
文
人
に
は
夏
庭

芝
（
約
一
三
〇
〇
│
一
三
七
五
）
が
あ
る
。
彼
が
編
ん
だ
『
青
楼
集
』
に
お
い

て
は
、
雑
劇
と
か
か
わ
る
女
性
の
芸
人
を
多
く
記
し
、
元
代
の
雑
劇
が
盛
ん
に

上
演
さ
れ
る
実
態
を
考
察
す
る
に
又
と
な
い
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
鍾
嗣
成
の
姿
も
現
れ
て
い
る
。
王
玉
梅
と
い
う
女
性
の
芸
人
を
紹
介

す
る
記
述
を
み
て
み
よ
う
。

善
唱
慢
調
，
雜
劇
亦
精
致
，
身
材
短
小
而
聲
韻
清
圓
，
故
鍾
継
先
有

「
聲
似
磬
圓
、
身
如
磬
槌
」
之
誚
云
）
16
（

。

（
訳
）
善
く
慢
調
を
唱
ひ
、
雜
劇
も
亦
た
精
致
な
り
。
身
材
は
短
小
た
る

も
聲
韻
は
清
圓
た
り
。
故
に
鍾
継
先
は
「
聲
は
磬
圓
に
似
て
身
は
磬
槌
の
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如
し
」
の
誚
有
り
、
と
云
ふ
。

こ
の
資
料
か
ら
、
夏
庭
芝
が
鍾
嗣
成
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
よ
う
に
見

ら
れ
、
二
人
は
交
遊
の
関
係
を
持
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
雑
劇
を
重
要
視
す
る

態
度
に
お
い
て
両
者
は
同
じ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
散
曲
と
雜
劇
の
作
家
（
基

本
的
文
人
）
を
多
く
記
す
鍾
嗣
成
の
『
録
鬼
簿
』
と
は
違
っ
て
、
夏
庭
芝
に
よ

る
『
青
楼
集
』
は
身
分
の
卑
し
い
女
性
の
雑
劇
芸
人
（
多
く
は
妓
女
）
を
主
な

対
象
と
し
て
取
り
立
て
て
書
き
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
青
楼
集
』
の
記
述

の
対
象
が
身
分
の
卑
し
い
女
芸
人
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
文
人
が
掌
握

し
て
い
た
文
化
や
芸
術
の
価
値
規
範
の
対
象
と
な
ら
ず
、
雑
劇
が
当
時
の
文

学
・
芸
術
と
し
て
地
位
を
向
上
さ
せ
る
に
は
そ
れ
ほ
ど
力
に
な
ら
な
か
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
、
後
の
明
代
・
清
代
の
知
識
人
階
層
に
お
い
て

『
青
楼
集
』
が
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

明
代
に
入
る
と
、
宮
廷
に
お
け
る
雑
劇
の
上
演
が
許
さ
れ
、
雑
劇
は
低
層
庶

民
に
愛
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
上
流
貴
族
の
生
活
に
不
可
欠
な
文
芸
的

嗜
好
に
も
な
っ
て
い
る
）
17
（

。
こ
れ
と
相
ま
っ
て
、
明
初
の
藩
王
（
朱
權
・
朱
有
燉
）

た
ち
に
よ
る
雑
劇
創
作
の
参
加
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
雑
劇
の
価
値
は
ま
ず

朝
廷
か
ら
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
の
中
期
に
な

る
と
、
楊
慎·

王
九
思
・
康
海·

徐
渭
な
ど
）
18
（

多
く
の
一
流
の
文
人
が
雑
劇
の
創

作
に
携
わ
る
に
つ
れ
、
雜
劇
は
文
学
価
値
も
文
人
の
世
界
で
評
価
さ
れ
て
、
そ

の
文
学
的
な
地
位
が
よ
う
や
く
確
立
し
た
）
19
（

。
こ
こ
で
簡
潔
に
ま
と
め
て
み
る
と
、

雑
劇
の
文
学
地
位
の
確
立
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
流
れ
が
あ
る
）
20
（

。

そ
の
中
に
、
注
目
す
べ
き
な
の
は
明
初
の
戯
曲
家
、
朱
権
（
一
三
七
八
│
一

四
四
八
）
で
あ
る
。
朱
権
は
明
の
太
祖
の
第
十
七
子
、
初
代
の
寧
王
）
21
（

で
あ
り
、

一
二
種
の
雑
劇
を
作
っ
た
ほ
か
に
、『
太
和
正
音
譜
』、『
務
頭
集
韻
』、『
瓊
林

雅
韻
』
ら
の
戯
曲
韻
書
を
も
多
く
著
し
た
。『
務
頭
集
韻
』
は
後
に
逸
失
し
た
が
、

『
太
和
正
音
譜
』
と
『
瓊
林
雅
韻
』
は
後
世
に
伝
わ
っ
て
、
明
代
の
雑
劇
の
創

作
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
戯
曲
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
参
考
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
そ
の
う
ち
の
『
太
和
正
音
譜
』
は
朱
権
本
人
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
版

本
の
ほ
か
、
康
海
ら
の
文
人
に
よ
る
復
刻
本
も
含
め
て
、
明
代
以
降
に
よ
く
も

十
数
種
の
テ
キ
ス
ト
を
有
し
て
い
る
）
22
（

。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
流
布
の
広

さ
は
想
像
に
難
く
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
こ
で
一
例
だ
け
を
取
り
上
げ
て
み
よ

う
。
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
│
一
五
六
六
）
の
有
名
な
戯
曲
家
で
あ
る
李
開
先

（
一
五
〇
二
│
一
五
六
八
）
が
著
し
た
『
詞
謔
』
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

有
兩
人
，
一
借
『
太
和
正
音
譜
』，
恡
而
不
與
，
亦
以
『
朝
天
子
』
譏
之
：

「
麗
春
園
可
誇
，
梁
山
泊
撒
花
。
易
打
散
，
難
抄
化
。『
太
和
音
譜
』
出
君

家
，
曾
許
借
，
牢
牽
挂
。
往
取
了
數
回
，
思
量
了
幾
夏
。
不
賺
來
敢
是
夢

撒
。
狗
口
裡
象
牙
，
小
孩
手
裡
螞
蠟
，
有
則
借
，
無
則
罷
）
23
（

。」

（
意
訳
）
二
人
が
あ
っ
て
、
一
人
は
『
太
和
正
音
譜
』
を
借
り
た
い
が
、

も
う
一
人
は
そ
れ
を
む
や
み
に
惜
し
ん
で
貸
し
て
あ
げ
な
い
。
す
る
と
、

元
の
後
期

明
の
初
期

明
の
中
期

鍾
嗣
成
の
首
唱
、
夏

庭
芝
な
ど
の
同
調

⬇

明
の
宮
廷
に
お
け
る
雑
劇
上

演
、
朱
權
・
朱
有
燉
ら
の
藩

王
に
よ
る
雑
劇
創
作
の
参
与

⬇

楊
慎
、
康
海
、
王
九
思
、

徐
渭
ら
の
雑
劇
創
作
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前
者
は
『
朝
天
子
』
の
曲
を
作
っ
て
後
者
に
対
し
て
皮
肉
を
言
う
。「『
麗

春
園
』（『
詩
酒
麗
春
園
』
雑
劇
）
も
『
梁
山
泊
』（『
梁
山
泊
李
逵
負
荆
』

雑
劇
）
も
良
い
劇
だ
。
し
か
し
、
上
演
し
や
す
い
も
の
が
、
そ
の
脚
本
は

得
に
く
い
。『
太
和
音
譜
』
は
そ
ち
ら
の
お
宅
に
あ
り
、
曾
て
貸
し
て
く

れ
る
と
承
諾
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
は
ず
っ
と
覚
え
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、

何
回
も
借
り
に
参
っ
て
も
貸
し
て
く
れ
ず
、
無
駄
に
こ
の
数
年
間
で
気
に

か
け
て
い
る
。
な
に
か
を
仕
掛
け
て
そ
れ
を
手
に
入
れ
な
い
と
、
夢
は
叶

え
な
い
だ
ろ
う
。
ま
あ
ま
あ
、
犬
の
口
の
中
に
象
牙
、
児
童
の
手
に
蝗
。

あ
れ
ば
、
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
な
け
れ
ば
、
け
っ
こ
う
だ
。」
と
い
う
。

以
上
の
話
は
い
さ
さ
か
諧
謔
的
な
も
の
で
あ
る
が
、『
太
和
正
音
譜
』
が
明

代
に
い
か
な
る
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
、
こ
の
記
述
か
ら
窺
う
こ
と
が

十
分
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
朱
権
の
『
太
和
正
音
譜
』
に
は
、『
録
鬼
簿
』

の
姿
も
見
ら
れ
る
。『
太
和
正
音
譜
』
に
収
め
た
「
群
英
所
編
雑
劇
」
は
、
実

は
『
録
鬼
簿
』
を
踏
襲
し
た
上
で
、
散
曲
作
家
の
ほ
か
、
雜
劇
作
家
お
よ
び
雑

劇
の
劇
目
を
さ
ら
に
多
く
補
足
し
て
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究

で
は
、『
太
和
正
音
譜
』
に
収
め
た
「
群
英
所
編
雑
劇
」
を
『
録
鬼
簿
』
の
テ

キ
ス
ト
の
一
種
と
し
て
取
り
扱
っ
て
利
用
し
て
い
る
）
24
（

。
つ
ま
り
、『
録
鬼
簿
』
は
、

鍾
嗣
成
の
影
響
を
受
け
た
朱
権
が
編
ん
だ
『
太
和
正
音
譜
』
に
身
を
託
し
て
明

代
の
雑
劇
発
展
に
そ
れ
な
り
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

明
代
の
中
期
に
な
っ
て
雜
劇
は
よ
う
や
く
散
曲
と
比
肩
す
る
ほ
ど
の
文
学
地

位
を
得
た
が
、
以
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
初
の
朱
權
お
よ
び
後
の
康
海
ら
の

文
人
の
役
割
は
無
論
重
要
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
さ
ら
に
源
を
遡
っ
て
み
る
と
、

そ
の
先
驅
者
で
あ
る
鍾
嗣
成
に
よ
る
提
唱
の
功
績
は
け
っ
し
て
無
視
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

元
代
で
は
、
雑
劇
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
現
代
人
の
通
念
と
は
異
な
り
、

元
代
の
人
に
よ
る
「
元
曲
」
文
芸
観
に
お
い
て
、
唐
詩
と
宋
詞
と
並
べ
て
称
さ

れ
る
「
元
曲
」（
大
元
楽
府
）
は
散
曲
の
こ
と
だ
け
を
意
味
し
、
雑
劇
と
は
あ

ま
り
関
係
が
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
。
当
時
の
文
人
に
お
い
て
散
曲
を
重
ん
じ

て
雑
劇
を
軽
ん
じ
る
傾
向
が
あ
り
、
雜
劇
の
文
学
価
値
は
ま
だ
一
般
的
に
認
め

ら
れ
ず
、
雑
劇
も
散
曲
と
対
等
な
文
学
地
位
を
得
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
文
芸
観
が
行
わ
れ
る
元
代
に
あ
っ
て
、
同
時
代
の
「
元
曲
」
作
家
資
料
を
後

世
に
残
す
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
元
の
鍾
嗣
成
で
あ
り
、
彼
は

『
録
鬼
簿
』
を
も
っ
て
散
曲
と
雜
劇
の
作
家
を
格
差
な
く
同
等
に
著
録
し
、
雜

劇
の
価
値
を
重
要
視
す
る
よ
う
に
唱
え
、
そ
れ
ま
で
の
雑
劇
を
軽
視
す
る
時
風

を
打
破
し
た
と
い
え
る
。
彼
の
雑
劇
を
重
ん
じ
る
理
念
は
後
の
朱
権
ら
の
明
の

人
に
も
受
け
継
が
れ
、
雑
劇
の
地
位
の
向
上
に
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、『
録

鬼
簿
』
に
お
け
る
散
曲
と
雑
劇
作
家
の
著
録
に
潜
む
こ
う
い
う
戯
曲
史
的
な
意

義
は
長
い
間
で
看
過
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
小
稿
を
も
っ
て
先
行
研
究

の
ま
だ
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
補
っ
て
み
た
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
文
頭
に
も
す
こ
し
述
べ
た
よ
う
に
、『
録
鬼
簿
』
と
か
か
わ
る
先
行

研
究
は
お
お
よ
そ
２

点
に
集
中
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、『
録
鬼
簿
』
を
元
曲
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研
究
の
参
考
書
と
し
て
用
い
て
戯
曲
史
上
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
重
要
な

意
味
を
持
つ
が
、
し
か
し
、『
録
鬼
簿
』
は
単
な
る
「
元
曲
研
究
の
必
須
の
工

具
書
」
の
み
な
ら
ず
、
元
代
の
人
の
元
曲
に
対
す
る
認
識
や
価
値
観
を
反
映
し

て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、『
録
鬼
簿
』
自
体
に
潜
む
戯
曲
史
的
意
義
も
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
『
録
鬼
簿
』
の
戯
曲
史
上
の
価
値
を
全
面
的
に

理
解
・
評
価
す
る
に
不
可
欠
な
要
素
で
は
な
か
ろ
う
か
と
執
筆
者
は
考
え
、
今

回
の
小
稿
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
、
文
献
学
的
な
面
だ
け
で
は
な
く
、

戯
曲
史
的
な
面
に
お
い
て
も
『
録
鬼
簿
』
が
持
つ
価
値
を
さ
ら
に
探
り
出
す
よ

う
に
試
み
た
い
。

注

（
1
）
鍾
嗣
成
（
約
一
二
七
七
│
一
三
四
五
以
後
）、
字
は
継
先
、
元
代
の
中
期
以
降
に
活

躍
す
る
戯
曲
作
家
で
あ
る
。
祖
籍
は
汴
梁
（
今
の
開
封
）
で
あ
る
が
、
父
の
世
代
か
ら

杭
州
に
移
住
し
、
実
際
の
育
ち
は
杭
州
に
あ
る
。

（
2
）
『
録
鬼
簿
』
の
文
献
属
性
に
つ
い
て
、
作
家
の
経
歴
な
ど
を
も
記
し
て
い
る
た
め
、

『
録
鬼
簿
』
を
戯
曲
の
目
録
と
し
て
集
部
の
詞
曲
類
に
分
類
す
る
の
で
は
な
く
、
傳
記

性
の
文
献
と
見
な
し
て
史
部
の
傳
記
類
に
帰
す
べ
き
と
い
う
主
張
（
王
鋼
『
校
訂
録
鬼

簿
三
種
』、
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、「
前
言
」
第
六
│
七
頁
）
も
あ
る
が
、

執
筆
者
は
『
録
鬼
簿
』
を
戯
曲
目
録
と
作
家
傳
記
の
二
種
の
趣
旨
を
兼
ね
る
文
献
と
考

え
て
い
る
。

（
3
）
王
国
維
（
一
八
七
七
│
一
九
二
七
）
や
青
木
正
児
（
一
八
八
七
│
一
九
六
四
）
ら
は

百
年
前
の
先
駆
者
で
あ
り
、
洛
地
（
一
九
三
〇
│
二
〇
一
五
）
や
小
松
謙
（
一
九
五
九

│
）
ら
は
最
近
の
代
表
者
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
成
果
は
、
王
国
維
の
『
宋
元

戯
曲
史
』（
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
一
五
年
）、
青
木
正
児
の
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』

（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
〇
年
）、
洛
地
の
『
錄
鬼
簿
的
分
組
排
列
及
元
曲
作
家
的
分
期
』、

（『
戲
劇
芸
術
』、
二
〇
〇
四
年
第
三
期
）、
小
松
謙
の
『
中
国
古
典
演
劇
研
究
』（
汲
古

書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
と
な
る
。

（
4
）
す
な
わ
ち
、
文
体
変
容
史
に
お
け
る
「
詩
〉
詞
（
詩
餘
）〉
曲
（
詞
餘
）」
に
あ
た
る
。

（
5
）
中
国
戯
曲
研
究
院
編
の
『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
（
一
）・
中
原
音
韻
』（
中
国
戲

劇
出
版
社
、
一
九
五
九
年
、
第
一
一
七
頁
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
6
）
鄧
子
晋
の
序
は
楊
朝
英
『
太
平
樂
府
』（
隋
樹
森
校
訂
、
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
、

第
三
頁
）
に
収
め
て
い
る
。
楊
朝
英
の
生
没
は
不
詳
、
元
の
後
期
に
活
躍
す
る
元
曲
作

家
と
わ
か
る
。
ま
た
、
鄧
子
晋
も
楊
朝
英
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
臧
懋
循
（
一
五
五
〇
│
一
六
二
〇
）
が
『
元
曲
選
・
序
』
に
お
い
て
「
予
故
選
雜
劇

百
種
、
以
盡
元
曲
之
妙
、
且
使
今
之
為
南
曲
者
，
知
有
所
取
則
云
爾
」
と
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
の
万
暦
以
降
、
文
人
の
中
に
お
い
て
散
曲
よ
り
雑
劇
を
「
元

曲
」
の
重
要
な
代
表
と
し
て
認
識
す
る
傾
向
も
現
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

（
8
）
『
中
国
曲
学
大
辞
典
』（
齊
森
華·

葉
長
海
ら
の
編
、
浙
江
教
育
出
版
社

一
九
九
七

年
の
出
版
）
の
第
四
頁
と
第
二
一
頁
に
そ
れ
ぞ
れ
散
曲
と
元
曲
へ
の
定
義
が
あ
る
。
ま

た
、
上
海
芸
術
研
究
所
が
編
ん
だ
『
中
国
戯
曲
曲
芸
詞
典
』（
一
九
八
一
年
、
上
海
辞

書
出
版
社
、
第
二
七
、
三
二
頁
）
に
お
い
て
も
、
同
じ
な
定
義
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、

最
近
の
研
究
者
に
は
雑
劇
と
散
曲
の
上
、
さ
ら
に
元
の
南
戯
を
も
「
元
曲
」
に
加
え
入

れ
る
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
白
壽
彝
ら
が
編
む
『
中
國
通
史
・
第
八

卷
中
古
時
代
元
時
期
上
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
第
四
八
五
頁
）
は
そ

の
代
表
で
あ
る
。

（
9
）
鄧
子
晋
の
ほ
か
、
元
の
燕
南
芝
庵
、
周
德
清
、
虞
集
、
陶
宗
儀
ら
に
よ
る
関
連
記
述

も
散
見
す
る
が
、
例
外
な
く
彼
ら
が
尊
ぶ
「
樂
府
」（
元
曲
）
は
散
曲
の
こ
と
で
あ
り
、

雜
劇
で
は
な
い
。こ
れ
に
つ
い
て
、王
昊
の
『
元
人
「
元
曲
」
觀
辨
』（
二
〇
〇
〇
年
、『
社

会
科
学
戦
線
』
第
一
期
）
に
お
い
て
す
で
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
贅
言
し

な
い
よ
う
に
す
る
。

（
10
）
王
昊
の
『
元
人
「
元
曲
」
觀
辨
』（
二
〇
〇
〇
年
、『
社
会
科
学
戦
線
』
第
一
期
）
と

小
松
謙
の
『
元
代
散
曲
考
』（
京
都
府
立
大
学
国
中
文
學
会
『
和
漢
語
文
研
究
』
第
一

二
号
、
第
一
八
四
│
二
〇
八
頁
、
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。
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（
11
）
雑
劇
芸
人
の
劇
団
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
い
う
説
も
あ
る
。

（
12
）
『
福
州
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』、
二
〇
一
〇
年
、
第
六
期
。
序
の
中
に
楊

氏
が
言
及
し
た
「
関
、
庾
氏
傳
奇
」
は
す
な
わ
ち
、
関
漢
卿
・
庾
吉
甫
ら
に
よ
る
雑
劇

で
あ
る
。
元
の
人
は
、「
楽
府
」
を
散
曲
、「
傳
奇
」
を
雑
劇
と
の
よ
う
に
称
す
る
こ
と

が
多
い
。

（
13
）
明
代
の
三
種
の
戯
曲
選
集
、『
盛
世
新
声
』『
詞
林
摘
艷
』『
雍
熙
楽
府
』
ら
の
収
録

に
つ
い
て
、
郭
亞
麗
の
『
盛
世
新
声
研
究
』（
二
〇
一
五
年
西
華
師
範
大
學
硕
士
学
位

論
文
）
と
潘
琳
莉
の
『
詞
林
摘
艶
研
究
』（
二
〇
二
〇
年
西
華
師
範
大
學
硕
士
学
位
论

文
）
と
朱
崇
志
の
『
中
国
古
代
戯
曲
選
本
研
究
』（
二
〇
〇
四
年
上
海
古
籍
出
版
社
、

第
一
五
〇
│
一
六
〇
頁
）
な
ど
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
て
い
る
が
、
三
種
の
研
究
に

よ
る
検
証
の
数
字
は
若
干
の
差
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
う
一
度
精
査
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
が
、
た
だ
、
明
代
に
編
ま
れ
た
曲
選
に
劇
曲
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
は
明

ら
か
に
な
る
。
ま
た
、
明
代
の
三
種
の
戯
曲
選
集
に
南
戯
か
ら
も
曲
を
選
ん
で
収
め
て

い
る
が
、
本
研
究
は
雑
劇
を
対
象
に
す
る
た
め
、
南
戯
の
曲
を
表
に
数
え
入
れ
な
い
よ

う
に
す
る
。

（
14
）
『
録
鬼
簿
』
に
は
、
作
家
の
出
身
地
や
職
位
な
ど
も
つ
ね
に
記
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

関
漢
卿
の
下
に
「
大
都
人
、
太
医
院
尹
」
と
、
史
九
散
仙
の
下
に
「
真
定
人
、
武
昌
万

戸
」
と
の
よ
う
に
示
し
、
両
者
の
身
分
の
高
下
は
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
先
行
研
究
に

は
、
作
者
ら
の
出
身
地
や
身
分
な
ど
を
も
っ
て
雑
劇
作
家
の
構
成
と
特
徴
を
考
察
す
る

も
の
も
多
く
あ
る
。
小
松
謙
氏
の
『
元
雑
劇
作
者
考
』（『
中
国
古
典
演
劇
研
究
』、
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
、
第
七
│
三
六
頁
））
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。

（
15
）
鍾
嗣
成
に
は
、『
章
臺
柳
』『
錢
神
論
』『
蟠
桃
會
』『
鄭
莊
公
』『
斬
陳
餘
』『
詐
遊
雲

夢
』『
馮
驩
燒
券
』
な
ど
七
種
の
雑
劇
を
作
っ
た
が
、
全
部
逸
失
し
て
後
世
ま
で
伝
わ
っ

て
い
な
い
。

（
16
）
『
中
国
古
典
戲
曲
論
著
集
成·

二
』
に
収
め
る
『
青
楼
集
』
の
校
勘
本
（
中
国
戯
劇

出
版
社
、
一
九
五
九
年
、
第
二
九
頁
）
を
參
考
に
し
て
い
る
。

（
17
）
明
の
宮
廷
で
は
、
教
坊
司
と
鐘
鼓
司
を
設
け
て
、
宴
会
や
式
典
に
お
い
て
雑
劇
を
よ

く
上
演
さ
せ
て
い
た
。
し
か
も
、
明
の
初
か
ら
、
万
暦
年
間
ま
で
の
約
二
百
年
の
間
も

続
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
明
代
の
宮
廷
演
劇
に
つ
い
て
、
鄭
莉
の
『
明
代
宮
廷
戲
曲

編
年
史
』（
中
国
戯
劇
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
、
第
三
│
三
七
頁
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
18
）
楊
慎
（
一
四
八
八
│
一
五
五
九
）
と
徐
渭
（
一
五
二
一
│
一
五
九
三
）
は
解
縉
（
一

三
六
九
│
一
四
一
五
）
と
並
べ
て
「
明
朝
三
大
才
子
」
と
高
く
称
え
ら
れ
、
王
九
思
（
一

四
六
八
│
一
五
五
一
）
と
康
海
（
一
四
七
五
│
一
五
四
〇
）
は
古
文
辞
派
の
リ
ー
ダ
ー

で
「
前
七
子
」
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
雑
劇
の
作
品
で
は
、
楊
慎

に
は
『
洞
天
玄
記
』·

『
太
和
記
』、
王
九
思
に
は
『
杜
甫
遊
春
』、
康
海
に
は
『
中
山
狼
』、

徐
渭
に
は
『
四
聲
猿
』
が
あ
る
。

（
19
）
雑
劇
の
文
学
地
位
の
確
立
に
つ
い
て
、
執
筆
者
は
多
く
の
優
れ
た
文
人
た
ち
が
雑
劇

の
創
作
に
参
与
す
る
明
の
中
期
を
も
っ
て
そ
の
確
立
の
最
終
段
階
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
中
国
の
文
学
史
に
お
い
て
あ
る
文
学
形
式
が
そ
の
地
位
を
獲
得
す
る
た
め
に
多

く
の
文
人
、
特
に
そ
れ
な
り
の
一
流
文
人
の
関
与
が
欠
け
て
は
な
ら
な
い
か
ら
の
で
あ

る
。
同
じ
の
韻
文
文
学
で
あ
る
「
詞
」
の
発
展
史
か
ら
み
れ
ば
、
わ
か
る
だ
ろ
う
。
遅

く
て
も
隋
の
時
代
に
詞
と
い
う
文
学
形
式
が
す
で
に
現
れ
た
が
、
詩
と
比
べ
て
、
詞
の

制
作
に
参
加
す
る
文
人
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
た
め
、
唐
の
時
代
で
は
、
詞
は
詩
と
同

じ
の
よ
う
な
文
学
地
位
を
得
な
か
っ
た
。
北
宋
に
な
る
と
、
晏
殊·

欧
陽
修·

蘇
軾·

王

安
石
な
ど
多
く
の
一
流
文
人
の
参
与
に
よ
っ
て
、
詞
の
地
位
が
上
が
り
つ
つ
あ
り
、
よ

う
や
く
詩
と
比
肩
す
る
ほ
ど
の
も
の
に
な
っ
た
。

（
20
）
明
代
に
お
け
る
雑
劇
発
展
の
流
れ
に
つ
い
て
、
李
舜
華
の
『
禮
樂
與
明
前
中
期
演
劇
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
と
戚
世
雋
の
『
明
代
雑
劇
研
究
』（
広
東
高
等
教

育
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
21
）
朱
権
の
手
に
よ
る
雑
劇
は
、『
瑤
天
笙
鶴
』、『
白
日
飛
昇
』、『
獨
步
大
羅
天
』、『
辯

三
教
』、『
九
合
諸
侯
』、『
私
奔
相
如
』、『
豫
章
三
害
』、『
肅
清
瀚
海
』、『
勘
妒
婦
』、『
煙

花
判
』、『
楊
娭
複
落
娼
』、『
客
窗
夜
話
』
ら
の
十
二
種
も
あ
っ
た
が
、
現
存
す
る
の
は

『
獨
步
大
羅
天
』
と
『
私
奔
相
如
』
の
二
種
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
朱
有
燉
（
一
三
七

九
│
一
四
三
九
）
は
朱
権
の
侄
に
あ
た
る
も
の
で
、
三
十
一
種
の
雑
劇
を
も
残
し
て
い

る
。

（
22
）
『
太
和
正
音
譜
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
李
健
・
黄
仕
忠
の
『「
太
和
正
音
譜
」
現
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存
版
本
叙
録
』（『
戯
曲
與
俗
文
學
研
究
』
二
〇
二
〇
年
第
一
期
）
と
、
龍
賽
州
・
陳
艷

林
の
『
康
海
刻
本
「
太
和
正
音
譜
」
及
其
戲
曲
史
意
義
』（『
戯
曲
與
俗
文
學
研
究
』
二

〇
一
九
年
第
二
期
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
23
）
原
文
は
、
中
国
戯
曲
研
究
院
編
の
『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
（
三
）』
に
収
め
た

『
詞
謔
』（
中
国
戲
劇
出
版
社
、
一
九
五
九
年
、
第
二
七
八
頁
）
に
よ
る
。

（
24
）
王
綱
の
『
校
訂
録
鬼
簿
三
種
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
凡
例
の
第
一
頁
）

に
よ
る
。




